
国土交通省 関東地方整備局

長野国道事務所

開催日時：平成３０年８月１０日（金）
見学者：２７名

①国立大学法人信州大学工学部 水環境・土木工学科
（近広研究室，大上研究室，河村研究室，豊田研究室）
１３名，教員４名

②長野国道事務所 若手職員
５名（男性４名，女性１名），事務局５名

見学場所：（１）国営アルプスあづみの公園 堀金・穂高地区
（２）奈川渡改良（国道１５８号 長野県松本市奈川～松本市安曇）

工事名・受注者：奈川
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【穂高口ゲート】

◆学生の感想
・（穂高口ゲート）木造で建てられており全体的に、やわらかい印象で
あった。
・今まで見た吊り構造に比べて、とても支間が短く不思議に映りました。
・公園の景観にとてもあったスタイルの橋となっていて、近くで細部まで
見られたのが良かった。
・トンネル１つ掘るだけでも、多くの手順や技術があり、とても勉強になっ
た。
・現場の職員の方々と直接話すことで、普段の学校で学ぶだけでは得ら
れない知識を得た。

奈川渡２号トンネル

★若手技術者の感想
大学生の皆様から意欲的に色々と質問を受け、
それに対し的確に答えなければならないため、自分
自身が逆に勉強させていただき、とても有意義な見
学会でした。

■若手職員の感想
・珍しい吊り橋であったが、その方式が採用された経緯が知れて良かっ
た。
・トンネル掘削現場の最前線まで行けて、感動した。
ＮＡＴＭ工法の進め方や、掘削途中の現場の状況を知ることができ、大
変勉強になった。

「吊橋」見学
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「ﾄﾝﾈﾙ」説明

鳥川吊橋


